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レポート作成のために SQLサー
バを設定する
ユーザが TrafficDirectorアプリケーションをWindows NTプラットフォームにインス

トールし、Microsoft SQLデータベース（埋め込みデータベースの代わりに）を選択し

ている場合には、Trend Reporterを使用して履歴トレンド・レポートを作成する前に、

エージェントからデータを収集するための固定レポジトリを設定する必要がありま

す。

この章では、SQLサーバの定義およびロギング目的のためにエージェントを設定する

方法について説明します。サーバの定義とエージェントの設定が完了すれば、Trend

Reporterを使用して複数の管理ステーションからロギングされた情報に基づいてレ

ポートを作成することができます。

以下の節で、さらに詳細に説明しています。

• SQLサーバと TrafficDirectorアプリケーションの動作上の関連性

• 分散型データベース・アーキテクチャの理解
• Microsoft SQL Serverの設定

• クライアントのインストール
• SQLデータベースのセットアップ

• SQLサーバ定義の保持

• ロギングの概要
• ロギングの有効化と無効化
• TrafficDirectorアプリケーションの終了時にデーモンをシャットダウンする

• レポート用データのロギングとエージング
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SQL サーバと TrafficDirector アプリケーションの動作上の関連性
SQLサーバと TrafficDirectorアプリケーションの動作上の
関連性

Trend Reporterアプリケーションは、SQLデータベースの情報に基づいてレポートを生

成します。Configure SQL Serversアプリケーションを利用すると、ユーザは各データ

ベースをSQLサーバとして設定することにより、SQLデータベースへのアクセスを定

義することができます。TrafficDirectorソフトウェアをコピーする度に1つのSQLサー

バにしか書き込みが実行されませんが、ユーザがこのアプリケーションを利用すれ

ば、TrafficDirectorアプリケーションが複数のSQLサーバから読み込むように設定する

ことができます。

TrafficDirectorアプリケーションは、分散型データベース・アーキテクチャをサポート

します。このような設計によって、複数の管理ステーションを使用してネットワーク

を監視し、各管理ステーションが1つのSQLサーバにロギングするように設定できま

す。他の管理ステーションがロギングしている SQLサーバにアクセスするには、

Configure SQL Serversを使用して、TrafficDirectorアプリケーションで読み込みたい各

SQLサーバを定義し、それぞれのサーバをエージェントと関連付けます。

たとえば、TrafficDirectorアプリケーションを使用してレポートを生成し、各管理ス

テーションによって収集されたデータを含めたい場合には、TrafficDirectorシステム上

で以下のタスクを実行する必要があります。

• TrafficDirectorソフトウェアの各コピーがロギングする SQLデータベースを、SQL
サーバとして定義します。このように定義すると、TrafficDirectorアプリケーショ
ンが各データベースにアクセスするために必要な情報が得られます。この詳細に

ついては、「TrafficDirectorアプリケーションへ SQLサーバを定義する」を参照し
てください。

• TrafficDirectorソフトウェアの各コピーがロギングしているエージェントを追加す
ることによって、各 SQLサーバをエージェントに関連付けます。この詳細につい
ては、「SQLサーバをエージェントへ関連付ける」を参照してください。
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分散型データベース・アーキテクチャの理解
分散型データベース・アーキテクチャの理解

ルータ間およびWANリンクにおけるポーリングは、低速になり、帯域幅が浪費され

る恐れがあります。TrafficDirectorアプリケーションには、分散型データベース・アー

キテクチャが採用されているので、TrafficDirectorアプリケーションの複数の繰り返し

動作をセットアップしてエージェントをローカルにポーリングし、それぞれに対応し

たSQLデータベースにデータをロギングすることにより、不要なWANトラフィック

を排除することができます。中央のTrafficDirectorロケーションを使用して、レポート

時に情報を検索することができます。この方法によって、すべてのエージェントが

ローカル・セグメント・クラスタにポーリングする動作が制限され、各リモート管理

ステーションによって収集されたデータに基づいてユーザがレポートを生成すると

きに、WANリンクを通して情報を検索します。

図30-1に、分散型データベース設計を示します。ここでは、1つのTrafficDirector管理

ステーション、そして2つのTrafficDirector管理ステーションがローカル・セグメント・

クラスタをポーリングしています。
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（注） すべての管理ステーションは、ローカル・セグメント・クラスタに
あるエージェントをポーリングしており、それぞれ該当する各 SQLデー
タベースにデータを書き込んでいます。各ルータ間を経由した WAN リ
ンクによるポーリングはまったく実行されません。ユーザの組織構造に
応じて、各ローカル・サイトで自分のレポートを生成したり、各リモー
ト・サイトでローカルに収集されたデータに基づいて中央サイトでレ
ポートを生成することもできます。
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Microsoft SQL Server の設定
Microsoft SQL Serverの設定

TrafficDirectorアプリケーションには、SQLデータベースを使用するTrend Reporterと

呼ばれるユーティリティが用意されています。このユーティリティを使用するには、

以下の設定項目を含むNTサーバ部分を設定することが必要です。

• SQLデバイスの作成

• 該当するデータベースの追加
• 正しいアクセス権を持ったユーザの追加

（注） Windows NTサーバ上に SQLサーバをインストールする必要があり
ます。TrafficDirector アプリケーションをインストールする前に、SQL
サーバと SQLクライアントをインストールすることが必要です。

以下の節で、さらに詳細に説明しています。

• サーバおよびクライアント・ネットワーク・オプションの設定
• SQLサーバの登録

• SQLデータベースの作成

サーバおよびクライアント・ネットワーク・オプションの設定

サーバおよびクライアント・ネットワーク・オプションを設定するには、以下の手順

に従います。

ステップ 1 SQLプログラム・グループから [SQL Setup]を選択します。

ステップ 2 [Change Network Support]ボックスをクリックします。

TCP/IPソケットだけにチェックが入っていることを確認し
ます。デフォルト設定では、[Named Pipes]にチェックが入っ
ています。

ステップ 3 SQL プログラム・グループから [SQL Client Configuration
Utility] を選択します。

ステップ 4 [Net Library]タブをクリックします。
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Microsoft SQL Server の設定
ステップ 5 [Default Network]を [Named Pipes]から [TCP/IP Socket]に変
更します。

ステップ 6 [Advanced]タブをクリックします。

ステップ 7 サーバ名を入力します。

ステップ 8 DLL 名を [TCP/IP sockets]に変更します。

ステップ 9 コネクション文字列の隣に表示されている [Locate] をク
リックします。

3つの DLL のリストが表示されたポップアップ画面が現れ
ます。

ステップ 10 [dbmssocn]を選択します。

ステップ 11 [Done]をクリックします。

ステップ 12 [Add/Modify] をクリックします。

ステップ 13 [Done]をクリックして、ウィンドウを終了します。

SQLサーバの登録

SQLサーバを登録するには、以下の手順に従います。

ステップ 1 SQL Server Programグループから SQL Enterprise Managerを
起動します。

ステップ 2 最上部に表示されているメニュー・バーで [Server]をクリッ
クします。

ステップ 3 [Register Server]をクリックします。

ステップ 4 [Server]フィールドにサーバ名を入力するか、またはプルダ
ウン・メニューからサーバ名を選択します。

この名前は、NTサーバの名前とします。

ステップ 5 [Use Standard Security]にチェックが入っていることを確認
します。

ログイン IDはsaです。パスワードは使用しないでください。

ステップ 6 [Register]をクリックします。

[Enterprise Manager]ウィンドウのサーバ名の横に緑のライ
トが表示されるはずです。エラーが発生している場合には、
そのサーバは存在しません。
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Microsoft SQL Server の設定
ステップ 7 SQL Server Programグループから [Service Manager]を選択し
ます。

MSSQLserverプロセスと SQLExecutiveプロセスの両方が起
動するはずです。

ステップ 8 この両方のプロセスを停止させて再起動し、サーバの登録
を再試行してください。

SQLデータベースの作成

SQLデータベースを作成するには、以下の手順に従います。

ステップ 1 [SQL Enterprise Manager]アイコンをクリックします。

ステップ 2 メニュー・バーで [Manage]をクリックします。

ステップ 3 [Database Device]を選択します。

Manage Database Devicesウィンドウが開きます。

ステップ 4 ウィンドウの左上に表示されているアイコンをクリックし
て、新しいデータベース・デバイスを作成します。

ステップ 5 このデバイスに、NETSQLという名前を付けます。

ステップ 6 約 300MBの容量をこのデバイスに割り当てます。

この例のデータベース・サイズは、デフォルト・エージン
グの 1つの RMONドメインをもつ 6つのエージェントに基
づいています。実際のサイズは、ポーリングされるドメイ
ン数とエージェント数に応じて異なります。デバイスのサ
イズはいつでも変更することができます。

ステップ 7 [Create Now]をクリックします。

NETSQLが棒グラフで表示されます。

ステップ 8 このウィンドウを閉じます。

ステップ 9 メニューバーで [Manage]を選択します。

ステップ 10 [Databases]を選択します。

ステップ 11 画面の左上に表示されているアイコンをクリックします。

この操作によって、ユーザが作成した新しいデータベース・
デバイスである NETSQLの一部となる、新しいデータベー
スを作成することができます。

ステップ 12 このデータベースにTXTREND_DBという名前を付けます。
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Microsoft SQL Server の設定
このデータベースのサイズをデータベース・デバイスのサ
イズより大きくすることはできません。

（注） TXTREND_DB を作成するときに、データベース・デ
バイスとして NETSQLが選択されていることを確認してく
ださい。

ステップ 13 [Create Now]を選択します。

ステップ 14 ウィンドウを閉じます。

ステップ 15 Server Managerウィンドウで [Server Name]をクリックしま
す。

インストールしたすべての項目が、ツリー構造で表示され
るはずです。

ステップ 16 [Database]をクリックし、その後で TXTREND_DBをクリッ
クします。

ステップ 17 メニュー・バーで [Manage]を選択します。

ステップ 18 [Groups]を選択します。

（注） ツリーで TXTREND_DBが反転表示になっていなけれ
ば、メニューで [Groups]はグレー色に薄く表示されます。

ステップ 19 NETSQLUSERSという名前のユーザ・グループを作成しま
す。

このグループは、TXTREND_DBと関連付けられます。

ステップ 20 レポートを行うユーザの名前を追加します。

（注） ユーザを追加するときに、TXTREND_DB が反転表示
になっていることを確認してください。反転表示になって
いなければ、このユーザはデフォルトのマスタ・データベー
スに追加されます。
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Microsoft SQL Server の設定
ステップ 21 デフォルト設定通りに [Permit] にチェックが入っており、
ユーザ名が正しいことを確認してください。

ステップ 22 [Group]の下の [netsqlusers]を選択します。

（注） [Public］（デフォルト）は選択しないでください。

（注） Null パスワードは使用できません。パスワードはユー
ザ名と関連付ける必要があります。

ステップ 23 TXTREND_DBを反転表示にします。

ステップ 24 最上部に表示されているメニュー・バーから [Manage]を選
択します。

ステップ 25 [Databases]を選択します。

ステップ 26 画面の左上に表示されている中央アイコンをクリックして
編集します。

ステップ 27 [Options]タブをクリックします。

ステップ 28 [Truncate Log on Checkpoint]をクリックします。

このコマンドは、データベース内のデータ用空間を節約し
ます。

ステップ 29 [Permissions]タブをクリックします。

ステップ 30 Netsqlusersおよび作成したユーザの両方にAll permissionsを
与えます。
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クライアントのインストール
クライアントのインストール

（注） SQL サーバをインストールした同じ Windows NT サーバに、
TrafficDirectorアプリケーションをインストールする場合には、SQLサー
バのインストール時にデフォルトで ISQL クライアントがインストール
されるので、ステップ 4に進んでください。

クライアントをインストールするには、以下の手順に従います。

ステップ 1 TrafficDirectorアプリケーションをインストールするドライ
ブに SQL Server CDを挿入します。

ステップ 2 i386ディレクトリの SETUP.EXEを実行します。

ステップ 3 [Setup Options]で [Utilities Only]を選択します。

インストールが終了すると、[ISQL/w] アイコンが作成され
ます。

ステップ 4 [SQL Server Program]グループから [ISQL/w] アイコンをク
リックします。

ステップ 5 SQLサーバの IPアドレスを入力します。

ステップ 6 サーバ上で作成したばかりのユーザについて、ユーザ名と
パスワードを入力します。

ステップ 7 [Connect]を選択します。

SQLクエリ・ボックスが開きます。

ステップ 8 このユーティリティを最小化します。

このシステムに TrafficDirector アプリケーションをインス
トールするときには、接続した状態に維持しておくことが
必要です。
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SQL データベースのセットアップ
SQLデータベースのセットアップ

TrafficDirectorソフトウェアがデータを使用して Trend Reporterアプリケーションによ

る長期のトレンド・レポートを作成することができるように、ネットワーク統計情報

のレポジトリを確保したい場合には、SQLデータベースにロギングするために1つま

たはそれ以上のSQLサーバをセットアップする必要があります。

TrafficDirectorソフトウェアには、すべてのWindowsプラットフォームおよびUNIXプ

ラットフォーム用の埋め込みSQLデータベースがバンドルされています。Windows NT

サーバ・プラットフォームで実行されるTrafficDirectorソフトウェアの利用によって、

ユーザはMicrosoft Windows SQLサーバをSQLサーバ・データベースとして使用する

ことができます。

以下の節で、さらに詳細に説明しています。

• データベースを展開するためのオプション
• 統計情報の収集用オプション
• TrafficDirectorアプリケーションへ SQLサーバを定義する

データベースを展開するためのオプション

TrafficDirectorソフトウェアを正しくインストールするためにインストール・スクリプ

トを実行している間に、どちらのタイプのSQLデータベース（埋め込み SQLまたは

Microsoft SQLサーバ）を使用するかを選択します。

• データベース・オプションとして埋め込み SQLを選択すると、ロギングされたデー
タはすべて、TrafficDirectorソフトウェアがインストールされるホストと同じホス
トに保存されます。

• データベース・オプションとして Microsoft SQLサーバを選択すると、ロギングさ
れたデータはすべて、Microsoft SQLサーバとしてユーザが定義したホストに保存
されます。
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SQL データベースのセットアップ
統計情報の収集用オプション

TrafficDirectorアプリケーションは、複数のサイトでロギングされたSQLデータから

ユーザがレポートを作成できるように、分散型データベース・アーキテクチャをサ

ポートしています。ネットワーク（のログ・データ）をローカルに監視する複数の

TrafficDirector管理ステーションを定義し、Trend Reporterを使用してリモートSQLデー

タベースからSQLデータを収集することができます。

ほとんどのエージェント・ポーリングをローカルに実行するようにロギング方式を

セットアップすることによって、中央のSQLデータベースとの間の不要な発信および

着信トラフィックを回避することができます。

さらに、ローカルに収集されたデータに基づいて各ローカル・サイトでレポートが生

成されたり、または各リモート・サイトからのレポート情報が中央サイトで収集され、

レポートがグローバルにコンパイルされるように、ユーザ環境を設定することもでき

ます。

SQLサーバ環境を正しく設定する上で必要な主要タスクには、以下のタスクが含まれ

ます。

• Microsoft WindowsプラットフォームまたはUNIXプラットフォームのどちらかで、
埋め込み SQLサーバを使用する場合

— 履歴データを SQLデータベース内に保持する期間を決定する上
で必要なエージング・パラメータと利用率パラメータを指定し
ます。これには、Configuration Rollupアプリケーションを使用
します。Configuration Rollupアプリケーションについては、
「Configure Rollupの起動」を参照してください。

— （オプション） リモート・ロギング・サーバから統計情報を取得
するために使用するすべての読み取り専用 SQLサーバを定義し
ます。これには、Configure SQL Serversアプリケーションを使用
します。読み取り専用 SQLサーバの設定方法については、「埋
め込み SQL読み取り専用サーバの定義」を参照してください。

— SQLサーバを該当するエージェント定義に関連付けます。これ
には、Configuration Managerアプリケーションを使用します。
SQLサーバをエージェントに関連付ける方法については、「SQL
サーバをエージェントへ関連付ける」を参照してください。
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• Windows NTサーバ環境に Microsoft SQL Serverソフトウェアを使用して、
TrafficDirectorのデータをロギングする場合

— ベンダの指示に従って、SQLサーバ・データベース・ソフト
ウェアのインストールと設定を実行します。

— TrafficDirectorソフトウェアに中央集中ロギング・サーバを指定
します。これには、Configure SQL Serversアプリケーションを使
用します。ロギング・サーバ定義に関する詳細については、
Microsoft SQLロギング・サーバを定義する」を参照してくださ
い。

— 履歴データを SQLデータベース内に保持する期間を決定する上
で必要なエージング・パラメータと利用率パラメータを指定し
ます。これには、Configuration Rollupアプリケーションを使用
します。Configuration Rollupアプリケーションについては、
「Configure Rollupの起動」を参照してください。

— （オプション）リモート・ロギング・サーバから統計情報を取得
するために使用するすべての読み取り専用 SQLサーバを定義し
ます。これには、Configure SQL Serversアプリケーションを使用
します。

— リモート・サーバは、TrafficDirectorソフトウェアがレポート用
にデータを検索することができるサーバですが、書き込みは実
行されません。

— SQLサーバを該当するエージェント定義に関連付けます。これ
には、Configuration Managerアプリケーションを使用します。
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TrafficDirectorアプリケーションへ SQLサーバを定義する

Configure SQL Serversアプリケーションを利用することで、TrafficDirectorソフトウェ

アによるSQLデータベースに対する、書き込みまたは読み取り動作に必要なアドレス

情報とアクセス情報を定義することができます。TrafficDirectorアプリケーションのロ

ギングでは、1つのSQLサーバだけが書き込みの対象になりますが、ユーザはこのア

プリケーションを使用して、複数の SQLサーバから情報を読み込むように Trend

Reporterを設定することができます。Configure SQL Serversを使用して、以下のタスク

を実行します。

• Windows NTロギング・サーバの指定—Microsoft SQL　Serverオプションを実行す
るためのインストールに関しては、Windows NTサーバ・ベースの SQLサーバの
アドレス情報とアクセス情報を TrafficDirectorソフトウェアに提供する必要があり
ます。

• 分散レポート用に読み取り専用サーバを指定—TrafficDirectorのロギングでは、書
き込みできるのは 1 つの SQL サーバ・データベースだけです。しかし、Trend
Reporterは Windowsプラットフォームでも UNIX プラットフォームでも、分散レ
ポート用に複数のデータベースからデータを読み込むことができます。Configure
SQL Serversを使用して、この情報を定義します。

以下の節で、さらに詳細に説明しています。

• Microsoft SQLロギング・サーバを定義する

• 埋め込み SQL読み取り専用サーバの定義

• SQLサーバをエージェントへ関連付ける

• SQLサーバ定義の保持

Microsoft SQLロギング・サーバを定義する

Windows NTサーバ・プラットフォーム上で TrafficDirectorソフトウェアを実行し、

Microsoft SQL Serverをインストールしている場合に、Configure SQL Serversアプリケー

ションを使用して、SQLサーバをロギング・サーバとして定義します。

ロギング・サーバを定義するには、以下の手順に従います。

ステップ 1 TrafficDirector Adminウィンドウの [Config Servers]アイコン
をクリックします。
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SQL データベースのセットアップ
Configure SQL Serversウィンドウが開きます（図 30-2）。

図図図図 30-2 Microsoft SQL ががががイイイインンンンスススストトトトーーーールルルルさささされれれれたたたた Configure SQL Servers ウウウウィィィィンンンンドドドドウウウウ

ステップ 2 メニューから [Edit]>[New] を選択します。

Add Server Entryウィンドウが開きます（図 30-3）。

図図図図 30-3 Microsoft SQL ががががイイイインンンンスススストトトトーーーールルルルさささされれれれたたたた Add Server Entry ウウウウィィィィンンンンドドドドウウウウ
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SQL データベースのセットアップ
ステップ 3 Add Server Entryウィンドウに以下の情報を入力します。

• [SQL Server Name]—SQLサーバに定義したい名前です。
選択できる名前は最高で 15文字までの英数字で、大文
字と小文字が区別されます。ダッシュとアンダースコ
ア記号も使用できます。この名前は TrafficDirectorアプ
リケーションだけを対象として使用し、サーバに定義
したネットワーク名と一致させる必要はありません。

• [IP Address]—TrafficDirectorソフトウェアにアクセスさ
せたいWindows NT SQLサーバの IPアドレスです。

• [User Name]—TrafficDirectorソフトウェアの SQLデータ
ベースへのアクセスに必要な SQLユーザ名です。

• [Password]—TrafficDirectorソフトウェアの SQLデータ
ベースへのアクセスに必要な SQLパスワードです。

• [Enable Logging (y/n)]—SQLサーバをロギング・サーバ
として使用するかどうかを指定します。ロギング・
サーバは、TrafficDirectorソフトウェアがデータを書き
込む SQLデータベースです。TrafficDirectorソフトウェ
アは、1つのWindows NTサーバの SQLデータベース
だけにロギングできます。SQLサーバをロギング・
サーバとして使用したい場合には、Y を入力します。
レポートのみを目的として TrafficDirectorソフトウェア
にデータベースを読み込ませたい場合には、Nを入力
します。

ステップ 4 [OK] をクリックしてサーバ設定を受け入れ、その SQLサー
バを TrafficDirectorの設定に追加します。

ステップ 5 Configure SQL Serversウィンドウを閉じます。

（注） UNIX プラットフォームまたはWindowsプラットフォーム（埋め込
み SQL設定）用に、ロギング・サーバを作成する必要はありません。ロ
ギング・サーバは、TrafficDirectorソフトウェアに埋め込まれた SQL コ
ンポーネントです。
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SQL データベースのセットアップ
埋め込み SQL読み取り専用サーバの定義

TrafficDirectorのロギングでは、レポート・データを書き込めるのは1つのSQLサーバ、

つまりロギング・サーバだけですが、Trend Reporterの分散レポート機能によって、ト

レンド・レポートを生成している間に複数のSQLサーバからデータを読み込むことが

できます。

任意の読み取り専用SQLサーバがデータを読み込んで、そのデータからレポートを作

成できるように設定するには（WindowsプラットフォームまたはUNIXプラットフォー

ム上において）、以下の手順に従います。

ステップ 1 TrafficDirectorのAdminウィンドウで [Config Servers]アイコ
ンをクリックします。

Configure SQL Serversウィンドウが開きます（図 30-4）。

図図図図 30-4 Configure SQL Servers のののの読読読読みみみみ取取取取りりりり専専専専用用用用ウウウウィィィィンンンンドドドドウウウウ

ステップ 2 メニューから [Edit]>[New] を選択します。

Add Server Entryウィンドウが開きます（図 30-5）。
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SQL データベースのセットアップ
図図図図 30-5 Add Server Entry 読読読読みみみみ取取取取りりりり専専専専用用用用ウウウウィィィィンンンンドドドドウウウウ

ステップ 3 Add Server Entryウィンドウに以下の情報を入力します。

• [SQL Server Name]—SQLサーバの名前で、最高で 15文字
までの英数字で、大文字と小文字が区別されます。
ダッシュとアンダースコア記号も使用できます。この
名前は TrafficDirectorアプリケーションだけを対象とし
て使用し、サーバに定義したネットワーク名と一致さ
せる必要はありません。

• [IP Address]—分散データベースが常駐するホストの IP
アドレスです。

• [TCP Port]—TrafficDirectorアプリケーションによる SQL
データベースとの通信動作に使用するために指定され
た TCPポートです。デフォルトはポート 300で、
.trafficdir.shまたは .trafficdir.cshrcファイルで定義されま
す。Config Serverに入力されるポートは、データベース
にロギングする管理システムの .trafficdir.shまたは
.trafficdir.cshrcファイルで定義される msqld TCPポート
と一致する必要があります。MSQL_TCP_Portの行を確
認してください。

ステップ 4 [OK] をクリックしてサーバ設定を受け入れ、その SQLサー
バを TrafficDirectorの設定ファイルに追加します。
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SQL データベースのセットアップ
SQLサーバをエージェントへ関連付ける

Trend Reporterを使用して、特定のエージェントによって収集される情報に基づいてレ

ポートを生成します。ユーザがConfigure SQL ServersでSQLサーバを定義するときに、

TrafficDirectorアプリケーションには TrafficDirectorソフトウェアの別のコピーがロギ

ングしているSQLデータベースにアクセスするために必要な情報があります。

特定のエージェントによって収集される情報にアクセスするには、SQLサーバをエー

ジェント名と関連付ける必要があります。これを行うには、以下の手順に従います。

ステップ 1 エージェントをロギングしているリモート管理ステーショ
ン上で、TrafficDirectorソフトウェアに定義された名前と同
じ名前を使用しているTrafficDirectorソフトウェアのコピー
に、そのエージェントを追加します。

ステップ 2 リモート管理ステーションがロギングしている SQLサーバ
を、エージェント設定の一部として指定します。

各エージェントに該当するサーバを割り当てるには、以下の手順に従います。

ステップ 1 TrafficDirectorのメイン・ウィンドウで [Admin] オプション・
ボタンをクリックします。

ステップ 2 [Config Manager]アイコンをクリックします。

ステップ 3 エージェントを 1つ選択します。

ステップ 4 [Edit] を選択します。

ステップ 5 [SQL Server]リスト・ボックスをクリックします。

ステップ 6 エージェントに対する適切なサーバを選択します。

ステップ 7 [OK] をクリックします。

これで正しい SQLサーバ定義がエージェントに割り当てら
れました。

ステップ 8 必要に応じて、それぞれのエージェントについてステップ
3から 7までを繰り返します。

たとえば、TrafficDirectorアプリケーションがニューヨーク
にある Windows NTプラットフォームで実行されていて、
NewYork_1とNewYork_2という名前の 2つのエージェント
をポーリングしているとします。そして、ボストンにある
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SQL データベースのセットアップ
TrafficDirectorソフトウェアのコピーから、NewYork_1セグ
メントとNewYork_2セグメントに関するレポートを生成し
たいと仮定します。

この場合には、ニューヨークにある TrafficDirector ソフト
ウェアがロギングしている SQLサーバを先に定義する必要
があります。たとえば、NewYork_Serverという名前の SQL
サーバを作成します。

図 30-6に、SQLサーバの設定を示します。

図図図図 30-6 SQL ササササーーーーババババのののの設設設設定定定定

Configuration Managerを使用して、NewYork_1とNewYork_2
という名前の 2 つのエージェントを、ボストンにある
TrafficDirectorステーションに追加することができます。そ
れぞれのエージェントについて、そのエージェントをロギ
ングしている SQLサーバとして、NewYork_Serverを定義す
る必要があります。

エージェントの NewYork_1 と NewYork_2 をボストンの
TrafficDirectorステーションに追加すれば、その後で Trend
Reporterを使用してこれらのエージェントを選択し、各種の
レポートを実行できます（図 30-7）。
30-20　　　Campus TrafficDirector Application ユーザ・ガイド



SQL データベースのセットアップ
図図図図 30-7 ササササーーーーババババををををエエエエーーーージジジジェェェェンンンントトトトへへへへ関関関関連連連連付付付付けけけけるるるる
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SQL サーバ定義の保持
SQLサーバ定義の保持

SQLサーバの定義を編集したい場合や、すでに使用されていない定義を削除したい場

合があります。たとえばWindowsプラットフォームで、異なるロギング・サーバを指

定したいことがあります。UNIX プラットフォームで、リモート管理ステーションの

msqldポートが変更されると、TCPポートの指定を変更することができます。このよ

うな場合に、以下の節で概説するようにSQLサーバの定義を編集したり削除したりす

ることができます。

• サーバ定義の編集
• サーバ定義の削除

サーバ定義の編集

サーバ定義を編集するには、以下の手順に従います。

ステップ 1 TrafficDirectorのAdminウィンドウで [Config Servers]アイコ
ンをクリックします。

Configure SQL Serversウィンドウが開きます。

ステップ 2 編集したいリモート・サーバ・エントリを選択します。

ステップ 3 メニューから [Edit]>[Edit] を選択します。

ステップ 4 Edit Server Entryウィンドウが開きます。

ステップ 5 選択した SQLサーバ・エントリのパラメータのどれかを変
更します。

ステップ 6 [OK] をクリックして、このサーバ定義を受け入れ、新たに
変更した SQLサーバを TrafficDirector設定ファイルに追加
します。
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SQL サーバ定義の保持
サーバ定義の削除

必要のなくなったSQLサーバ設定定義を削除するには、以下の手順に従います。

ステップ 1 TrafficDirectorのAdminウィンドウで [Config Servers]アイコ
ンをクリックします。

ステップ 2 削除したい SQLサーバ・エントリを選択します。

ステップ 3 メニューから [Edit]>[Delete] を選択します。

ステップ 4 TrafficDirectorソフトウェアによって、その SQLサーバ設定
が削除され、Configure SQL Serversのメイン・ウィンドウか
ら消去されます。
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ロギングの概要
ロギングの概要

TrafficDirectorアプリケーションは、ネットワーク・セグメント上のエージェント

（SwitchProbe装置とネットワーク分析モジュール）から情報を検索します。このデー

タをリアルタイム監視アプリケーションでの表示に使用したり、またはこのデータを

定期的にSQLデータベースにロギングし、後で抽出してカストマイズされたレポート

を作成することもできます。

ロギングとは、エージェントからデータを検索して、これをデータベースに保存する

動作です。

• エージェントは情報を引き出すためにポーリングされます。
• エージェントから検索されたデータは、SQLデータベースにロギングされます。

データは、ポーリングされる装置に関連付けられたプロパティ・ファイルで有効
にされているロギング・パラメータに基づいてロギングされます。プロパティ・
ファイルの詳細については、第 6章の「プロパティ・ファイルの使用方法」を参
照してください。

TrafficDirectorソフトウェアを 1つの SQLデータベースに対して設定する必要が
あります。SQLデータベースにロギングするための、SQLサーバの設定に関する
説明については、「SQLデータベースのセットアップ」を参照してください。

• Trend Reporterを使用してレポートを生成することにより、データの検索、分析お
よび表示ができます。

データを収集するように装置が設定されていなければ、データをロギングできま
せん。ロギングされていなければ、レポートも実行できません。

以下の節では、デーモンについてその概要を説明しています。

• デーモンの理解
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ロギングの概要
デーモンの理解

デーモンはバックグラウンドで実行されるプロセスであり、プロセス・グループと端

末から切り離されています。TrafficDirectorソフトウェアでは特定のデーモンを使用し

て、他のデーモンの制御、トラップ制御、ポーリング（エージェントからのネット

ワーク・データの取り込み）、データのロギング（SQLデータベースへのデータの保

存）、データベース・レコードのパージが実行されます。どのような方法で、いつデー

モンを使用してその役割を実行するかを定義する設定ファイルに関連して、デーモン

が動作します。

表30-1に、SQLデータベースとTrafficDirectorアプリケーションで動作するデーモンに

関する説明を示します。

表表表表 30-1 ロロロロギギギギンンンンググググをををを制制制制御御御御すすすするるるるデデデデーーーーモモモモンンンン

デーモン名 実行する機能

チェック・デーモン
(dbchkd)

このデーモンは TrafficDirector ソフトウェアによって起動され、
以下のデーモンを起動します。

• データベース・サーバ・デーモン (msqld)

• トラップ・デーモン (dvtrapd)

• スナップショット・デーモン (dbsnapd)

• IP PINGスナップショットとプロキシ SNMPデーモン
(dbsnpres)

• 抽出デーモン (dbextrad1 )

• エージング・デーモン (dbrolld)

スナップショット・
デーモン (dbsnapd)

dbchkdデーモンによって起動され、ネットワーク・エージェン
トをポーリングして、データをスナップショット、詳細および要
約のバイナリ・ファイルにロギングします。

エージング・
デーモン (dbrolld)

すべてのデータベース・テーブルを（24 時間ごとに）午前 2:00
にエージングします。

SQLサーバ・
デーモン (msqld)

データ・レコードをバイナリ・ファイルから埋め込み SQLデー
タベースに移行します。さらに、レポーティング・クエリも処理
します。
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ロギングの概要
これらの各デーモンに関する詳細については、 第33章の「レポート・リソース情報の

検討」を参照してください。

IP PING デーモンと
プロキシ SNMP
(dbsnpres)

ネットワーク・エージェントをポーリングし、情報をスナップ
ショット、詳細および要約の IP PINGバイナリ・ファイルにロギ
ングします。

抽出デーモン
(dbextrad)

データ・レコードをバイナリ・ファイルから Microsoft SQLデー
タベースに移行します（Windows NTプラットフォームのみ）。

オートレポータ・
デーモン (autorptd)

autorpt.cfgファイルで設定されたすべてのレポートを順次実行し
ます。このデーモンは毎日午前 3:00に起動します。

トラップ・デーモン
(dvtrapd)

SNMPトラップ・メッセージを受信して、ロギングします。すべ
てのデーモンから重要なフェータル・メッセージとアラート・
メッセージを受信およびロギングします。

1 Microsoft NT SQLのみ

表表表表 30-1 ロロロロギギギギンンンンググググをををを制制制制御御御御すすすするるるるデデデデーーーーモモモモンンンン（（（（続続続続きききき））））

デーモン名 実行する機能
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ロギングの有効化と無効化
ロギングの有効化と無効化

ロギングを無効にすると、データが SQLデータベースにロギングされないので、レ

ポートをまったく生成することができません。どのようなプラットフォームを使用し

ているか、またはプロパティ・ファイルでどのようなロギングを有効にしていたかに

関わらず、レポートの生成は不可能です。

ロギングを無効にするには4つの方法があり、これを表30-2のリストに示します。

（注） RMON Manager Serviceを無効にしたり停止すると、すべてのロギン
グ機能とレポート機能は自動的に無効になります。この詳細については、
付録 Bの「TrafficDirector環境のメンテナンス」を参照してください。

以下の節では、ロギングの有効化と無効化について詳細に説明しています。

• インストール時にロギングを有効化および無効化する
• インストール後にロギングを有効化および無効化する

表表表表 30-2 ロロロロギギギギンンンンググググ・・・・ユユユユーーーーテテテティィィィリリリリテテテティィィィのののの有有有有効効効効 /無無無無効効効効

ロギングのオン /オフ UNIX Windows NT

インストール・スクリプト サポート サポート

ロギングの -on|-offコマンド サポート サポート

Exit—デーモンのシャットダウン サポート1

1 UNIX 上では、デーモンをすべてシャットダウンするプロンプトでユーザが [Yes]
を選択しても、msqldデーモンと dvtrapdデーモンは実行を継続します。

サポート

シャットダウン・ユーティリティ
—dbshutdown

サポート 利用不可2

2 Windows NT上では、すべての TrafficDirectorデーモンはカーネル・モード・アク
セスの NT SCM(Service Control Manager)のもとで実行されているので、コマンド・
コンソールから dbshutdown -allを実行しようとしても動作しません。
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ロギングの有効化と無効化
インストール時にロギングを有効化および無効化する

TrafficDirectorのインストール・スクリプトは、TrafficDirectorのデータ・ロギングを

有効（デフォルト）にするか無効にするかを、ユーザに問い合わせるプロンプト・メッ

セージを表示します。

ロギングを有効にするには、以下の手順に従います。

ステップ 1 [Yes]オプション・ボタンをクリックします。

ステップ 2 [Next] を押します。

以上の操作で、TrafficDirectorのロギング・デーモンが有効
になります。この操作は、ロギングが有効にされているプ
ロパティ・ファイルで設定されているすべてのエージェン
トに影響します。これらのエージェントに関する情報は、設
定された SQLサーバにロギングされます。

ロギングを無効にするには、以下の手順に従います。

ステップ 1 [No] オプション・ボタンをクリックします。

ステップ 2 [Next] を押します。

以上の操作で、TrafficDirectorのロギング・デーモンが無効
になります。この操作は、ロギングが有効にされているプ
ロパティ・ファイルで設定されているすべてのエージェン
トに影響します。
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インストール後にロギングを有効化および無効化する

インストール後に、ロギングはデフォルトでオンになります。

• ロギングの無効化—コマンド・プロンプトで以下のコマンドを入力します。

$NSHOME/bin/logging -off

logging.onファイルが、$NSHOME/usrディレクトリに現れます。

• ロギングの有効化—コマンド・プロンプトで以下のコマンドを入力します。

$NSHOME/bin/logging -on

logging.offファイルが、$NSHOME/usrディレクトリに現れます。

（注） ロギングがオンで、RMON Manager Serviceが無効または停止してい
る場合には、loggin.onファイルは logging.offに変更されません。RMON
Manager Serviceの詳細については、付録 Bの「TrafficDirector環境のメン
テナンス」を参照してください。
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TrafficDirectorアプリケーションの終了時にデーモンを
シャットダウンする

TrafficDirectorアプリケーションを終了させるときには、確認ボックスが表示され、す

べてのデーモンのシャットダウンについて [Yes]か [No]を選択するように要求するプ

ロンプト・メッセージが表示されます。

Do you want to shutdown all deamons?

UNIX上では、[Yes]を選択してもmsqldデーモンとdvtrapdデーモンは実行を継続しま

す。

• [Yes]を選択すると、すべてのデーモンはシャットダウンします。Windows NTでは、
この操作によってロギングとレポートが無効になります。UNIX では、msqldデー
モンと dvtrapdデーモンは実行を継続し、ロギング機能とレポート機能は有効のま
まです。

• [No] を選択すると、すべてのデーモンは実行を継続し、ロギング機能とレポート機
能は有効のままです。

以下の節で、デーモンのシャットダウンについて詳細に説明しています。

• dbshutdnシャットダウン・ユーティリティの使用

dbshutdnシャットダウン・ユーティリティの使用

dbshutdnコマンド行ユーティリティを使用して、現在実行中のすべてのロギング・デー

モン (dbsnapds、msqldまたはdbextrad、dbsnpres)を停止します。

（注） dvtrapdデーモンはこのユーティリティでは停止しません。
dvtrapdを停止するには、dbshutdown - all コマンドを使用する必要があ
ります。

シャットダウンを完了させるために、dbchkdによって各種のデーモンが実行されたと

きに作成されたPID（プロセス ID）のリストをユーティリティはすべてチェックして、

すべてのデーモンをシャットダウンします。
30-30　　　Campus TrafficDirector Application ユーザ・ガイド



TrafficDirector アプリケーションの終了時にデーモンをシャットダウンする
表30-3に、プロセス IDを示します。

（注） Windows NT上では、dbshutdown - all コマンドは RMON Manager
Serviceによって使用され、これによってすべてのデーモンを停止させま
す（msqldと dvtrapdを含む）。

表表表表 30-3 ププププロロロロセセセセスススス ID

プロセス
IDファイル 以下のプロセス IDを格納する

agent.pid dbsnapds （*.algファイルのすべての
デーモン）

switch.pid dbsnapds （*.slgファイルのすべての
デーモン）

fragent.pid dbsnapds （*.flg ファイルのすべての
デーモン）

msqld.pid msqld

dbextrad.pid dbextrad

dbsnpres.pid dbsnpres
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レポート用データのロギングとエージング

長期間に大量のデータ・サンプルを生成すると、より多くのディスク空間が消費され

ます。ディスク空間を自動的に維持する 1つの方法は、Config Rollupアプリケーショ

ンを使用してデータ・エージング・パラメータをユーザのニーズに合うように設定す

ることです。

Config Rollupを使用して、各種タイプのレポート・データがロールアップとエージン

グのデーモン (dbrolld)によって自動的に削除されるまでに、SQLレポート・データベー

スにどの程度長く保存されるか（日数）を定義します。

以下の節では、レポートおよびデータベース管理のニーズに適合するように、エージ

ング・パラメータを編集する方法について説明しています。

• データベースのエージングの理解
• Configure Rollupの起動

• データベース・エージング・パラメータのカストマイズ設定

データベースのエージングの理解

ユーザが定義するエージング・パラメータによって、プロトコル、セグメント、ホス

ト、カンバセーション、IP-PING、プロキシ、SNMP、ALL NL、ALL AL、ARTおよ

びARTサーバの情報が、詳細および要約データベース・テーブルに保持される日数が

決定されます。最小利用率パーセント・パラメータを指定することによって、情報が

ホストおよびカンバセーション・データベース・テーブルにロギングされるためには、

ホストまたはカンバセーションの使用率がどのレベルに到達するか、またはどのレベ

ルを超える必要があるかを定義します。最小利用率パーセント・パラメータを使用し

て、どの程度の量のホストおよびカンバセーション・トラフィックがSQLデータベー

スにロギングされるかを制御します。

プロトコル、セグメント、ホスト、カンバセーション、IP-Ping、プロキシ、SNMP、

ALL NL、ALL AL、ART、ARTサーバそれぞれの統計情報タイプについて、これらが

dbrolldデーモンによって自動的に削除される前に、その詳細と要約のデータを保持し

たい日数を指定できます。各データベース・テーブルに格納される統計データに関す

る詳細については、第33章の「レポート・リソース情報の検討」を参照してください。
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たとえば、毎日または毎月の要約データを保持しておいて、そのデータを長期トレン

ド監視に使用したい場合があります。このような場合には、要約のエージングを 365

日に指定します。詳細データを数日間保持して、週ごとに削除したい場合もあります。

このような場合には、詳細のエージングを7日に指定します。

Configure Rollupの起動

Configure Rollupを起動するには、以下の手順に従います。

ステップ 1 TrafficDirectorのAdminウィンドウで [Configure Rollup]アイ
コンをクリックします。

Configure Rollupウィンドウが開きます（図 30-8）。

すべてのフィールドは、TrafficDirectorのデフォルト値に設
定されています。

図図図図 30-8 Configure Rollup ウウウウィィィィンンンンドドドドウウウウ
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以下の節では、Configure Rollupについて詳細に説明しています。

• Configure Rollupウィンドウの理解

• 日単位の開始時刻と終了時刻の設定
• ベースライン・レポートの使用

Configure Rollupウィンドウの理解

Config Rollupの手順で操作に入る前に、Configure Rollupウィンドウのデータ・フィー

ルドに関する説明として表30-4を参照してください。

表表表表 30-4 Config Rollup ののののフフフフィィィィーーーールルルルドドドド

フィールド名 含まれる情報のタイプ

Aging （単位 :日） エージング・パラメータの定義によって、プロトコル、セグメ
ント、ホスト、カンバセーション、IP-PING、プロキシ、SNMP、
ALL NL、ALL AL、ART、ARTサーバの情報が、詳細と要約の
データベース・テーブルに保持される日数を決定します。

プロトコル、セグメント、ホスト、カンバセーション、IP-PING、
プロキシ、SNMP、ALL NL、ALL AL、ART、ARTサーバそれ
ぞれの統計情報タイプについて、詳細と要約のデータを保持し
たい日数を指定します。

• Detail Aging—情報が古くなったために、詳細テーブルから
削除することがエージング・デーモンによって決定される
まで、情報をエージングする日数を表示します。詳細エー
ジングは 1日より長くする必要があります。詳細テーブル
のプロトコルとセグメントの統計情報エージング日数のデ
フォルト値は 31日です。ホスト、カンバセーション、
IP-PING、プロキシ、SNMP、ALL NL、ALL AL、ARTおよ
び ARTサーバについては、7日です。

• Daily Aging—情報が古くなったために、デイリー・テーブ
ルから削除することがエージング・デーモンによって決定
されるまで、情報をエージングする日数を表示します。デ
イリー・エージングは 1日より長くする必要があります。
要約（デイリー）テーブルのプロトコルとセグメントの統
計情報エージング日数のデフォルト値は 366日です。ホス
ト、カンバセーション、IP-PING、プロキシ、SNMP、ALL 
NL、ALL AL、ARTおよび ARTサーバについては、31日で
す。
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Host and Conversation
Table
（最小利用率）

最小利用率パーセント・パラメータを指定することによって、
情報がホストおよびカンバセーション・データベース・テーブ
ルにロギングされるために、ホストまたはカンバセーションの
使用率がどのレベルに到達するか、またはどのレベルを超える
必要があるかを定義します。最小利用率パーセント・パラメー
タを使用して、どの程度の量のホストおよびカンバセーショ
ン・トラフィックが SQL データベースにロギングされるかを
制御します。

• Host Threshold—ホストがホストの詳細テーブルに含まれる
までに、ホスト（着信と発信の利用率の組み合わせ）が満
足する必要がある、最小利用率パーセント値を設定します。
スナップショット・デーモンは、ホスト・セグメントの利
用率パーセント値をこの数値と比較し、利用率パーセント
値がこの値と一致するか、またはこの値を超える場合だけ
に限り、データをホスト・ビン詳細バイナリ・ファイルに
ロギングします。

• Conversation Threshold—カンバセーションがカンバセーショ
ン詳細テーブルに含まれるまでに、カンバセーションが満
足する必要がある送信元 /送信先間の最小利用率パーセント
値を設定します。これは、スナップショット・デーモンが
カンバセーションの送信元 /送信先間の利用率パーセント値
をこの数値と比較し、利用率パーセント値がこの値と一致
するか、またはの値を超える場合だけに限り、データをカ
ンバセーション・ビン詳細バイナリ・ファイルにロギング
することを意味します。

表表表表 30-4 Config Rollup ののののフフフフィィィィーーーールルルルドドドド（（（（続続続続きききき））））

フィールド名 含まれる情報のタイプ
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日単位の開始時刻と終了時刻の設定

レポートの日単位の開始時刻と終了時刻を設定するには、以下の手順に従います。

ステップ 1 TrafficDirectorのメイン・ウィンドウで [Trend Reporter]アイ
コンをクリックします。

ステップ 2 日単位の開始時刻と終了時刻を設定します。

Range Filter 要約データが SQLデイリー（要約）・テーブルにロギングされ
る時間の長さを決定します。

この時間パラメータのデフォルト値は 00:00-24:00、つまり 24
時間のすべての時間帯です。たとえば、範囲を 08:00 - 18:00に
設定した場合には、SQL デイリー（要約）・テーブルには、標
準24時間ではなく10時間分の要約データだけが格納されます。

Config Rollup アプリケーションで設定される時間範囲値は、
Trend Reporter GUI（グラフィカル・ユーザ・インターフェイス）
の初期化設定に使用されます。

各日の特定の時間帯（たとえば、ピークの業務時間）について、
複数の日数をカバーするレポートを生成することができます。
それぞれのレポートまたはオート・レポートを固有の時間帯パ
ラメータ設定で個別に設定することができます。レポートにつ
いて特定の時間帯を設定する方法に関する詳細は、第 31 章の
「レポートの設定と作成」を参照してください。

$NSHOME/usr/dbupdate.cfgファイルで保持されている時間帯パ
ラメータを使用して、SQL デイリー（要約）・テーブルに保持
されるデータの期間（時間帯）にこのパラメータを適用するこ
とができます。

表表表表 30-4 Config Rollup ののののフフフフィィィィーーーールルルルドドドド（（（（続続続続きききき））））

フィールド名 含まれる情報のタイプ
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ベースライン・レポートの使用

ベースライン・レポートでは、1つのプロトコル利用率レポートまたはセグメント履

歴 /要約レポートで類似した2つの時間範囲が比較されます。ホスト /カンバセーショ

ン・テーブル上でベースライン・レポートを実行することはできません。

ベースライン・レポートには、エージェントからすでに収集されたデータが表示され

ます。このデータはユーザの選択に応じて、Trend Reporterがレポートを作成できる

SQLデータベースに保存されます。

ベースライン・レポートを使用して、1つのレポート内の2つの類似時間範囲を比較し

ます。ベースライン・レポートでは、ベースライン・データが現在の（新規）データ

に隣接して表示されます。

ベースライン・レポートを使用して、その日の特定の時間におけるネットワーク上の

アクティビティ・レベルを追跡したり、ネットワークの拡張計画および利用率ポリ

シーを決定します。

ベースライン Aとベースライン B

各ベースライン・テーブル（プロトコル、 セグメント、ホストなど）は、ベースライ

ンの時間範囲に関与するように設定することができます（有効 /無効）。ベースライン

AとベースラインBの時間範囲データは、ベースライン・データがレポート時に利用

できるように維持されます（パージに対して保護されています）。

Trend Reporterは、これらのテーブルに保存されているデータを使用してベースライ

ン・レポートを作成します。

チェック・マークの付いたボックスは、そのテーブルの情報が定義されたベースライ

ン範囲に基づいてパージから保護されていることを示します（図 30-9）。
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図図図図 30-9 ベベベベーーーーススススラララライイイインンンン A ととととベベベベーーーーススススラララライイイインンンン B— おおおおよよよよびびびび対対対対応応応応ししししたたたたテテテテーーーーブブブブルルルル

ベースラインの範囲

指定された時間範囲内で情報がパージされないようにデータベースを保護するよう

に、2つのベースライン時間範囲を設定することができます。ベースライン範囲でユー

ザが指定する時間範囲によって、詳細およびデイリー・エージング（単位：日）カテ

ゴリで定義されるエージング・パラメータが無効になります。時間範囲は、Config

Rollupウィンドウで有効にされている個別のベースライン・テーブルの値だけに適用

されます。特定のテーブルのベースライン値が有効でなければ、その値はベースライ

ンには含まれません。

2つのベースラインを設定することができます。ベースライン範囲をConfig Rollupに

追加しなければ、各テーブルそれぞれのベースライン値がデフォルトで有効であって

も、個別のレポートを生成するときに、オプションとしてのベースラインはまったく

表示されません。

ベースライン範囲領域を使用して（図 30-10）ベースラインAとベースラインBのデー

タの開始時刻と終了時刻を設定することができます。
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図図図図 30-10 [Baseline Range] ボボボボッッッッククククスススス

データベース・エージング・パラメータのカストマイズ設定

各統計情報タイプについてそれぞれデータベースのエージング・パラメータをカスト

マイズ設定するには、以下の手順に従います。

ステップ 1 TrafficDirectorのメインウィンドウで [Admin] オプション・
ボタンをクリックします。

ステップ 2 [Config Rollup]アイコンをクリックします。

ステップ 3 各データベース・テーブルに詳細エージング日数を入力し
ます。

各テーブルに 1 日またはそれ以上の日数を指定することが
できます。

ステップ 4 各データベース・テーブルに要約（デイリー）エージング
日数を入力します。

各テーブルに 1日またはそれ以上の日数を指定できます。

ステップ 5 ホストまたはカンバセーションのデータをロギングするた
めに、到達または超える必要がある最小利用率値を入力し
ます。

ステップ 6 ベースライン・テーブル（プロトコル、セグメント、ホス
トなど）のベースライン時間範囲参加を有効にするか、ま
たは無効にします。

デフォルトでは、すべてのテーブルが有効です。

ステップ 7 ベースラインAとベースラインBの時間範囲を設定します。

この時間内のデータは、レポート時にベースライン・デー
タが利用可能になるように保持されます（パージに対して
保護されています）。
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ステップ 8 指定したパラメータを適用するときには [OK] をクリック
し、操作を取り消してフィールドをすべてリセットすると
きには [Cancel]をクリックします。
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